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研究所所
報
アジア
・
アフ
リ
カ文化研究所日誌
四月
二
二日
六六年度総会。
六五年
度会計決算
承認報告、
六六
年度研究計画立
案。
六六
年度予算
配分を決定。
新研究
員モl
ゼ
スHパ
iグ
教授
の紹
介。
佐藤俊雄
・
谷旦
房男両
助手を
承認
(昭和四
一年
四月
一
日付)。
四月
二七日
運営委員会
公開研究発
表会開催計画
の立
案。
六月
八日
公開研究発表
会
於東洋大学
一号
館一
階研修
室。
発表者
およ
びテ!
?
は別
掲参照。
十二
月一
日
運営委員会
研究年報第
一号
発行に
つ
き打
合せ
を行なう。
十二月
八
日
高橋統
一助
教授
アフリ
カ
・ナ
イロビ
向
け羽田出発。
なお研
究所か
ら
資料収集
費の
寄託およ
び補助を行な
った
。乙
の聞
大学
当局に昭和四
十二
年度予算要
求書
の
提出、
文部省
に科
学研究費
(総合研究
「アジ
ア
・ア
フリ
カ地域におけ
る宗
教儀
礼の
比較文
化的研究」
)
の申
請を行な
った
。
三月
十四日
運営委員
会・総
会六
七・
八年度研究所長選出、
同研
究員決定
。
所
長に市
村其三
郎教授
を再
任
。か
ね
て招
請中
の
韓国大韓柔道学
校図
書館長朴昌圭
氏
は、
同校館員ヂ永相氏
を滞同来
学。
こ二
三番
教室
で
「韓
国に於ける大
学
生の現
実
参
与と
大学教育
の問
題点」
(全文は東
洋大
学
新聞六七
五t六号に
掲載)
と題
する講
演
を
行な
った
。
なお同
氏の歓
迎会を
かね
て、
懇親会が
同日有
楽
町ニ
ュl
トl
キョl
で催
された。
一九
六六
年度受入
図書目録
アジ ア歴
史地図
(平凡社
)
・日
本におけ
る東
洋史
論文目録
(N〉
行目録
(下)
・
人民
中国
〈六六
・
四t六七
・三
〉
krESロ
〉宮可白口宮
( 〈。
--
H叶
Z。・
N
t
〈o--
H∞
ZO・
C-
日本ア
フ
リカ学
会報
(八号
-国
連専門機関刊
四六
t二
号
〉
東洋史研究文献類
目
昭和三
六、
三七
、
一九
六
三、
中東通報
(一九
六六
・四
t
一九
六
七・三
)
(寄贈
)
アフリ
カ
(一九
六六
・四
t一
九六
七・三
)
(寄贈
)
一九
六四
各年度
あ
カt
き
と
研究所が設立
されて
八年。
その
間
何回
かま
わ
り道
をしたり
、
停滞
した
りしな
がら
も、
研究員
の努力
がつ
みか
さねられ
て、
待望
の年
報を刊行する
ととが
できるように
なり
まし
た
。
予算
の関
係で、
まだ研
究員
の
一年
間の
成果を
すべ
て公
表する
ととはで
きません
でし
たが
、
これ
を足
場に、
毎年度
の研
究成果が
公
表される機
会をも
っと
と
がで
き
るように
なり
、
研究員
とし
ての
義
務感
の重
圧からす
っか
り解放
される
ととに
なりました
。
との
年報
は、
毎年度
の研
究テ
!?
にしたが
っ
た総
合研究
の成
果を逐次
報告する
ととにし
ており
ます
。今
回ど
執筆
い
ただかなか
っ
た研
究
員に
は、
来年
度そ
のど
成果を発表し
てい
ただく
ことにし
てお
ります
。
おい
そがし
い中
を、
本年度ど
執
筆い
た
だい
た研究
員に感
謝
するとともに、
運営に
ついて
、
研究員
の積
極的など
協力を
おね
がい
い
たします
。
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